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重要ですが、正答を丸暗記するのでな
く、参考書などで周辺の知識もしっか
り学修しなければ得点できません。既
出問題を理解して解くことが得点につ
ながります。最低でも過去７年分の既

出問題を理解しながら学修しましょ
う。
　実務実習での体験を国試の勉強につ
なげることは非常に大切です。改訂コ
ア・カリにより、長期実務実習中に必

ず体験してほしい
とされる「代表的
な８疾患※1」は、
実践問題を中心に
その疾患に関わる
内容が多く出題さ
れています。特に
癌、感染症の出題
が多い傾向が続い
ています。
　※１　「代表的な

８疾患」：癌、高血圧

症、糖尿病、心疾患、

脳血管障害、精神神経疾患、免疫・アレルギ

ー疾患、感染症（薬学実務実習に関するガイ

ドライン　2015年２月　文部科学省）

　国試は、必須問題（90問）と一般
問題（255問）の合計345題で出題さ
れます。出題試験領域は「物理・化学
・生物」「衛生」「薬理」「薬剤」「病態
・薬物治療」「法規・制度・倫理」「実
務」の７領域です。試験は、領域別に
行うのではなく、薬学全領域を出題の
対象として、「必須問題」と「一般問題」
とに分け、さらに一般問題を「薬学理
論問題」と「薬学実践問題」とした３
区分で行われます（表２）。それぞれ
の試験区分について、第106回の傾向
と第107回に向けての対策を記載しま
す。
　「必須問題」は、全領域で出題され、
医療の担い手である薬剤師として特に
必要不可欠な基本的資質を確認する問
題であり、共用試験と同様の五肢択一
の問題です。また「必須問題」は、一
般問題に比べて比較的正答率が高い問
題が多く得点源です。「必須問題」は、
80～90％の得点率を目指して勉強し
てください。第106回ではかろうじて
正答率60％を超えていました（表４
参照）が、第105回、第104回の「物理」
の正答率は、必須問題の中では他科目
と比較して低い傾向が続いています。
ただし、物理は「物理・化学・生物」
として区分されるため、足きりに該当
する受験者はほぼいないと予想されま
す。
　一般問題の「薬学理論問題」は「実
務」を除く全科目で出題され、６年間
で学んだ薬学理論に基づいた内容の問
題であり、難易度は必須問題より高く、

第106回も難易度の高い問題が多く出
題されていました。また、第105回同
様「化学」「生物」「衛生」との３連問
（ビタミンＫに関する問題）が出題さ
れ、科目の壁を越えた知識の習得が求
められています。「薬理」と「病態・
薬物治療」の連問は第104回、第105
回の３題から４題へ増加しており、改
訂コア・カリを意識した出題でした。
この傾向は第107回以降でも変わら
ず、各科目で学修した知識を医療につ
なげるための総合的な職能として発揮
できることが期待されていると思われ

ます。
　一般問題の「薬学実践問題」は、「実
務」のみの単問と「実務」とそれ以外
の科目とを関連させた連問形式の「複
合問題」からなっています。「複合問
題」は、症例や事例、処方箋を挙げて
臨床の現場で薬剤師が直面する問題を
解釈・解決するための資質を問う問題
で、実践力・総合力を確認する出題で
す。実際の解答に影響する疾患以外も
多くの疾患名が列挙され、しっかり
読み進めなければ、惑わされてしま
う症例・処方問題が多く出題されてお
り、臨床で複数の合併症を有する患
者に対応する実践力が問われる内容で
した。

薬剤師国家試験の概略と
第107回に向けての対策

　物理では、既出問題のキーワードを
暗記するだけでなく、理解して解き、
出題されている内容を応用できるよう
にする必要があります。臨床現場で直
面する現象の物理的な要因の理解、臨
床検査の分析技術の原理の理解など、
実践問題につなげる学修も大切です。
　化学では、化合物の構造およびその
名称、立体化学などの基礎知識、化合
物の物性および基本的反応などの基礎
は早い段階でしっかりおさえた上で、
生体成分への応用的な反応を学修し、
実践問題に向けて備えましょう。
　生物では、模式図や実験から情報を
読み取る力が必要とされています。よ
り多くの例題（既出問題や模試問題）
で演習して力を付けましょう。
　衛生では、ニュースや新聞などから
も最新情報を入手し、医療にかかわる

事例については、知らなかった用語を
リサーチするなど参考書だけではなく
視野を広げて学修しましょう。
　薬理では、出題頻度の高い薬物の作
用機序や薬理作用をしっかり学修し、
特に実務実習で目にした臨床で重要な
薬物を中心に、実践問題につなげられ
るようにしましょう。患者の症状、検
査値、併用薬の情報を総合的に把握し、
個々の患者に適切な薬物治療が提案で
きるようにしておきましょう。
　薬剤では、既出問題の知識を暗記す
るだけではなく、理解・活用できるこ
とが求められています。処方変更が薬
剤に関係する内容を思い出し、添付文
書の情報を薬剤の知識につなげられる
ようにしましょう。
　病態・薬物治療では、症例を解読で
きるようにするため検査値の把握は必

須です。情報・検定は、第106回では
基本的な内容の出題が多かったため、
既出問題の理解から学修をはじめまし
ょう。新出題基準からの項目である漢
方や遺伝子診断などもおさえておきま
しょう。
　法規・制度・倫理では、今後も満遍
なく、薬剤師として必要な事項が繰
り返し出題されると予想されます。例
えば、地域包括ケアシステムや健康サ
ポート薬局のような、今後の日本を
支えていく仕組みの定義・要件や薬
剤師との関わりに注目して学修しま
しょう。
　実務では、情報活用問題（イラスト
問題、患者情報、医薬品情報など）や
臨床で必要とされる計算問題、感染症、
癌に関連する問題は今後も出題される
と予想されます。国試の勉強でも、実
務実習での経験を思い出しつなげて学
修していきましょう。

科目別の第107回薬剤師国家試験対策

　国試は２日間で実施され、「必須問
題」は１問１分、「一般問題」は１問
2.5分で解くとされています。時間配
分を考えて、難易度の高い問題を飛ば
し、解きやすい問題から解くのもよい
でしょう。その際は、マークシートの
記入ミスには十分に注意してくださ
い。また、禁忌肢が導入されたことを
意識し、読まずにマークしたり、マー
クミスをしたりしないよう注意が必要
です。
　科目の壁を越えた知識の習得は重要
です。近年、理論での連問（例えば、「薬
理」と「病態・薬物治療」の連問など）
が出題されていますし、一つの問題の
選択肢に複数の科目の知識が必要な問
題が多くなっています。国試の傾向を
とらえながら、青本などの参考書を用
い基礎を身につけ、沢山の問題に触れ
応用力をつけましょう。

表３　第104 ～106回薬剤師国家試験の
出題形式別平均得点率（得点）比較

※第106回は、問320（複合問題の実務）が採点除外
のため、実践149問、合計344問

表４　第106回薬剤師国家試験の領域別正答率

※赤字：正答率60％未満
※第106回は、問320（複合問題の実務）が採点除外
のため、実務94問、総合344問
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